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＜単元名＞
４年 道徳科 「いのりの手」
＜概要＞
学習支援ソフトの資料箱に「心情メーター」を保存し、児
童一人一人の心情を把握するために活用した。
＜活用の実際＞
⑴ 導入段階で、今の自分の気持ちを表出させ、児童
一人一人の心情を把握した。

⑵ 心情メーターを提出箱に提出させ、学級全体で共
    有することで、友達の心情も理解することができた。
⑶ 心情が極端に偏っていたりちょうど真ん中で迷ってい

    たりする児童には、「どうしてそう思ったの。」と発問する
    ことで、個々の指導に生かすことができた。
⑷ 終末の段階でもう一度心情メーターを使い気持ち

    を整理することで、自分の気持ちの変化に気付いたり、
    友達の考えのよさに気付いたりすることができるように
    した。
＜成果と課題＞
○ 発表が苦手な児童の心情を把握しやすいので、個
別指導に役に立った。

○ 心情を数値で把握できるため極端な数値の児童に
すぐに個別指導ができた。

○ １単位時間内での心情の変化もすぐに読み取れる
     ため、評価に役立った。
▲ 道徳の授業内のどの場面でどのような情報活用能
力を育んでいくのか、今後も研究していく必要がある。

心情メーターを操作し、
今の自分の気持ちを表出
する。挙手や発表に比べ、
児童が考えを表出しやす
いので、一人一人の思い
を確認することができた。

全体で確認することで、
友達の考えや思いを知る
ことができた。
また、気になる児童に

は声をかけやすくなり、
個別指導に役立った。

終末の段階でもう一度
心情メーターを活用する
ことで、心情の変化を読
み取りやすくなり、個別
指導や評価に生かすこと
ができた。


